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岩
手
大
学
か
ら
み
た

産
学
連
携

　
研
究
支
援
・
産
学
連
携
セ
ン

タ
ー
が
２
年
10
月
に
岩
手
大
学
内

に
発
足
し
ま
し
た
。
岩
手
大
学
が

産
学
連
携
に
力
を
入
れ
始
め
た
の

は
、
昭
和
の
終
わ
り
か
ら
平
成
の

初
め
ご
ろ
。
当
時
は
ま
だ
産
学
連

携
は
一
般
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

　
当
セ
ン
タ
ー
に
は
産
学
連
携

チ
ー
ム
が
あ
り
、
民
間
企
業
や
自

治
体
な
ど
と
岩
手
大
学
を
結
ぶ
窓

口
と
し
て
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
と
研

究
者
の
マ
ッ
チ
ン
グ
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。
チ
ー
ム
は
、
大
学
教

授
だ
け
で
な
く
、
県
職
員
や
企
業

出
身
者
、
経
済
産
業
省
か
ら
の
出

向
、
県
内
自
治
体
職
員
な
ど
で
構

成
さ
れ
、
相
談
に
く
る
企
業
や
自

治
体
に
近
い
立
場
の
ス
タ
ッ
フ
が

対
応
し
ま
す
。

　
少
子
化
が
進
み
、
大
学
も
厳
し

い
環
境
に
お
か
れ
て
お
り
、
新
た

な
大
学
の
中
期
計
画
で
も
産
学
連

携
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。
そ
の
中
で
学
生
も
地
域
で

頑
張
っ
て
い
る
企
業
や
人
に
会
う

機
会
が
増
え
れ
ば
、
県
内
に
就
職

す
る
割
合
も
増
え
て
い
く
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
奥
州
市
を
含
む
北
上
川
流
域
に

は
鋳
造
関
連
の
工
場
が
多
く
あ
り

ま
す
。
岩
手
が
鋳
造
の
拠
点
と
な

る
よ
う
、
ま
た
、
研
究
開
発
な
ど

新
し
い
取
り
組
み
が
で
き
る
よ
う

大
学
と
し
て
も
頑
張
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、地
域
に
頼
ら
れ
、

尊
敬
さ
れ
、
愛
さ
れ
る
大
学
を
目

指
し
、
地
域
企
業
と
の
産
学
連
携

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　市では、平成 31 年４月より企業振興課内に企業支援室を設置

しています。北上川流域地域に集積した企業の支援をさらに推

進するため、企業のニーズをワンストップで大学などの研究機

関や産業支援機関につなげられるよう体制を整備しました。そ

の中で、岩手大学に職員を派遣するなど産学連携の支援を強化

しています。

１　地域企業の経営力強化・産学官連携の推進

２　創業・起業家支援

３　企業間交流の促進

４　企業誘致・首都圏での情報収集、発信

５　新規学卒者地元定着支援 岩手大学との共催でフォーラムを毎年開催し
ています。企業と岩手大学、また市と岩手大
学の連携を強めています

究
セ
ン
タ
ー
（
北
上
市
）、
プ
ロ

農
夢
花
巻
（
花
巻
市
）
と
連
携
し

て
開
発
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
未
利
用
だ
っ
た
花
巻

市
産
の
ヒ
エ
の
副
産
物
で
あ
る
ヒ

エ
ヌ
カ
か
ら
オ
イ
ル
や
エ
キ
ス
を

抽
出
し
、
そ
の
成
分
分
析
を
生
物

工
学
研
究
セ
ン
タ
ー
が
行
い
、
原

料
化
、
商
品
化
を
フ
ァ
ー
メ
ン
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
が
担
当
し
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
が
得
意
分
野
を
生
か
し
、

原
料
、
商
品
化
に
つ
な
げ
ま
し
た
。

　
今
回
開
発
さ
れ
た
ヒ
エ
ヌ
カ
オ

イ
ル
は
、
薬
王
堂
オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ

ラ
ン
ド
の
化
粧
品
に
配
合
さ
れ
、

12
月
よ
り
東
北
管
内
３
５
０
店
舗

で
発
売
さ
れ
て
い
ま
す
。
酒
井
里

奈
社
長
は
「
今
後
も
未
利
用
資
源

の
ア
ッ
プ
サ
イ
ク
ル
と
魅
力
あ
る

商
品
開
発
に
励
ん
で
い
き
た
い
」

と
意
気
込
み
を
新
た
に
し
て
い
ま

す
。

　
同
社
は
、
市
内
の
休
耕
田
を
活

用
し
て
栽
培
し
た
コ
メ
を
発
酵
・

蒸
留
し
エ
タ
ノ
ー
ル
を
製
造
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
残
っ
た
発
酵

粕
は
化
粧
品
や
鶏
の
餌
に
活
用
し
、

さ
ら
に
そ
の
鶏
ふ
ん
は
畑
や
田
ん

ぼ
の
肥
料
に
し
、
ヒ
マ
ワ
リ
を
育

て
油
を
抽
出
す
る
な
ど
、
ご
み
を

出
さ
な
い
地
域
で
の
資
源
循
環
を

提
案
し
続
け
て
い
ま
す
。
未
来
を

見
据
え
た
取
り
組
み
は
、
岩
手
だ

け
で
な
く
、
国
内
外
へ
広
が
り
を

見
せ
て
い
ま
す
。

社
会
人
入
学
と
い
う
方
法
も
あ
る

と
い
う
話
が
あ
っ
た
こ
と
も
決
め

手
の
一
つ
だ
っ
た
と
語
り
ま
す
。

実
は
、
及
川
社
長
も
２
０
０
９
年

に
岩
手
大
学
大
学
院
を
修
了
し
て

い
ま
す
。
そ
の
経
験
も
あ
り
、
今

後
、
社
会
人
入
学
が
で
き
る
会
社

に
し
た
い
と
考
え
て
い
た
そ
う
で

す
。

　
同
社
に
近
接
す
る
市
鋳
物
技
術

交
流
セ
ン
タ
ー
に
は
、
岩
手
大
学

鋳
造
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
水
沢
サ

テ
ラ
イ
ト
が
設
置
さ
れ
て
い
ま

す
。
セ
ン
タ
ー
で
は
、
大
学
教
授

に
よ
る
セ
ミ
ナ
ー
を
開
講
し
て
お

り
、
細
川
さ
ん
も
社
会
人
入
学
を

決
め
る
前
か
ら
受
講
し
て
い
ま
し

た
。

　
細
川
さ
ん
は
セ
ミ
ナ
ー
講
師
の

一
人
で
あ
る
岩
手
大
学
の
吉
見
登と

　
市
の
伝
統
工
芸
品
・
南
部
鉄
器
。

株
式
会
社
及
精
鋳
造
所
は
、
そ
の

南
部
鉄
器
と
自
動
車
部
品
な
ど
の

産
業
機
械
部
品
の
製
造
を
手
掛
け

て
い
ま
す
。
入
社
９
年
目
の
細
川

光あ
き
ら

製
造
部
次
長
は
、
仕
事
の
傍

ら
、
今
年
の
春
か
ら
岩
手
大
学
大

学
院
の
総
合
科
学
研
究
科
地
域
創

生
専
攻
地
域
産
業
コ
ー
ス
金
型
・

鋳
造
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
所
属
し
、
平

塚
貞さ

だ

人と

教
授
か
ら
、
鋳
造
の
理
論

や
先
端
技
術
を
学
ん
で
い
ま
す
。

　
細
川
さ
ん
は
、
岩
手
大
学
在
学

中
の
就
職
説
明
会
で
同
社
の
及
川

敬
一
社
長
と
出
会
い
、
同
社
で
働

く
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。
将
来
、

司し

一い
ち

非
常
勤
講
師
か
ら
学
ん
だ
こ

と
を
基
に
、
現
在
、
社
内
の
生
産

シ
ス
テ
ム
の
整
理
や
保
守
管
理
な

ど
、
工
程
を
「
見
え
る
化
」
し
、

社
員
全
員
が
現
状
を
把
握
で
き
、

不
良
を
出
し
に
く
い
シ
ス
テ
ム
を

構
築
し
て
い
ま
す
。
今
後
、
大
学

院
で
学
ぶ
知
識
や
技
術
も
、
現
場

の
業
務
改
善
に
生
か
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
大
学
院
で
は
、
年
下
の
同
級
生

ら
に
兄
の
よ
う
に
慕
わ
れ
て
い
る

細
川
さ
ん
。
自
社
へ
の
工
場
見
学

や
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
も
受
け
入

れ
て
お
り
、「
う
ち
の
会
社
だ
け

で
は
な
く
、
鋳
造
業
界
全
体
に
い

い
人
材
が
入
っ
て
く
れ
れ
ば
」
と

笑
顔
で
語
り
ま
し
た
。

　
お
米
や
未
利
用
資
源
を
活
用

し
、
発
酵
技
術
を
用
い
た
商
品

開
発
を
進
め
て
い
る
株
式
会
社

フ
ァ
ー
メ
ン
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
本

社
＝
東
京
都
墨
田
区
、製
造
拠
点
・

奥
州
ラ
ボ
＝
江
刺
岩
谷
堂
）。
同

社
で
は
今
年
、
ヒ
エ
ヌ
カ
を
活
用

し
た
新
原
料
を
岩
手
生
物
工
学
研

1 製造部次長の細川光さん。入社当時は現
場の作業をしていて、その経験が今の業務
に生かされている
2 工場内に工程表などを掲示し「見える化」
に取り組んでいる

1 奥州ラボで製造しているエタノール 12 月から販売している
2 代表取締役の酒井里奈さん
3 県産の植物由来成分をふんだんに使用したスキンケア商品　

「ａ
ア ン オ フ

ｎｄＯＨＵ」（全５商品）

企業振興課 企業支援室のご紹介

【推進体制のイメージ】
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き
な
が
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学
び

生
産
シ
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成

人
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産学連携産学連携

廃
棄
さ
れ
て
い
た
ヒ
エ
ヌ
カ

を
化
粧
品
に

新
商
品
開
発

新
商
品
開
発

施策が知りたい

商品開発をしたい

人材が欲しい

空き用地が欲しい

異業種交流したい

創業したい

情報

交流

製品開発

人材育成

関係機関
国・県
大学などの高等教育機関
公設試験研究機関
県内産業支援機関
金融機関
経済団体
各業界団体　ほか

企業支援室企業

問い合わせ
本庁企業振興課企業支援室

（本庁舎５階）

☎ 34-2332　 24-1992

▲企業振興課
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株式会社及精鋳造所株式会社及精鋳造所

株式会社ファーメンステーション株式会社ファーメンステーション

岩手大学
研究支援・産学連携センター
副センター長

　今井　潤　教授


